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広島文教大学附属高等学校だより【保護者の皆様へ】８ 
 

2025 年 9月 1日 

校長 岡 利道 

 

部活動 点描 ～ＥＳＳ部～ 

文化系クラブの中でも、根強い人気があるのは？ 「和」に対して「洋」。

そうです、ＥＳＳ部（English Speaking Sciety）さんです。 

英語をコミュニケーションツールにできるよう、基本的には英語で会話をし

たりゲームをしたりと、わきあいあいとした雰囲気で活動がなされています。 

顧問は、シャノン先生、佐藤（省）先生です。部員は 10 名（3年生 3名、2年

生 3名、1年生 4名）です。 

では、ＥＳＳ部の活動の花形とも言うべき、「フィールドワーク in 宮島」

の写真をご紹介しましょう。 

 
毎年、長期休暇（夏休み）を利用して宮島に行き、海外からの観光客の方へ

インタビューを行うフィールドワークを実施しています。行くまでに、質問し

たいことを五つ決めて、当日インタビューするわけです。写真にあるように、

記録しながらですから、大変だと思います。予期せぬことも起きるでしょうか

ら、対策など打ち合わせておきます。まさに生きた英語を実地に学ぶのです。 

インタビュー項目としては、「宮島で楽しみにしていることは何ですか？」

「日本の料理では何が気に入りましたか？」などがあるそうです。「相手が英

語で何を言っているかが聞き取れて、考えていることがわかり、会話できたの

が何よりも嬉しかったです」と部員の一人、3年の Hさんは言います。はらは

らどきどしたでしょう。度胸もつきますね。 

それ以外での主な活動としては、9月に行われる文教祭での発表、10 月のハ

ロウィーンパーティー、12 月のクリスマスパーティーが挙げられます。文教祭
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では、「フィールドワーク in 宮島」でのインタビューをもとに、部員が感じ

たことや考えたことなどをまとめて、成果発表・展示がなされます。ご来場の

際には是非とも足をお運びください！ 部員の皆さん、これからも英語を通し

て、世界とつながっていってください。応援していますよ！ 

 

新学期始まる ～二学期始業式で～ 

いくぶん過ごしやすくなったとは言うものの、残暑が厳しい 8月 26 日(火) 

に、始業式が行われました。校長挨拶を、スナップ写真と共にお届けします。 

 

おはようございます。熱気あふれる中にも、時折スーッと汗を乾かすような

心地よい風を感じる朝の空気の中で、二学期の学校教育活動が始まる日を、皆

で元気に迎えることができました。 

さて、あなたの「2025 夏休み」は如何でしたか？ 様々な思い出があったこ

とでしょう。ちっちゃくてもいい、あなたならではの思い出を大切にね。 

ここからは、私自身の「2025 夏休み」の思い出を一つだけお話ししましょ

う。 

私は、お盆の前後の何日かを使って、本校弓道場に向かう林の中の階段と通

路の整備作業を行いました。弓道部員さんが、練習の前後に、そこを通りま

す。暑い中で練習に励んでいること、古い施設を大切に使っていることなどに

敬意を表すと同時に、少しでも気持ちよく通ってほしいと思ったからです。そ

れと、9月に行われるそうですが、弓道新人戦への応援の気持ちも込めまし

た。 

整備作業の一番の難関は、山の傾斜、砂防ダムから延びる水路沿いの縦のラ

インの階段でした。そこは通り道の階段ではないですが、見た目がちょっとひ

どかったです。落ち葉や小石混じりの泥がびっしり積もっていましたからね。

それと、下に行くにつれ、泥の中にはびこる雑草の根っこの強さには難渋しま
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した。手強い相手でした。何回かに分けて、掘り起こし、掻き出し、土砂の片

づけを行って、最後の最後、階段全部のコンクリートの地肌が見えたときは、

思わず「ばんざーい」と叫んでいました。 

そんな私でしたが、その時ふと頭をよぎったのは、4月 24 日㈭にあった 2・

3年生による地域清掃活動のことでした。私はちょうど 1年生三瓶合宿研修に

行っていましたので、直接は参加できなかったのですが、「頑張っていました

よ」と教頭先生から聞いていたんです。それに、事後アンケートで皆さんが書

かれた振り返り・感想は読ませてもらっていたので、いいことを書いていたな

ぁと思い出されたのです。 

中でも、3年の N さんが書かれた感想が心によみがえりました。紹介しま

す。 

今回の地域清掃活動で感じた事が 2つあります。 

1 つ目は、誰かがやらないといけない事を自分が進んでやるべきだという

事です。私たちのクラスは、学校から少し離れた公園の清掃で落ち葉や木の

枝がたくさん落ちていてとても大変でした。そんな中、友だちとウォーキン

グエリアに点字ブロックがあるのを見つけました。私は清掃をする前は、落

ち葉で隠れていた点字ブロックに気付いていなかったので、清掃をしていく

中で気付けた事でした。このように、大切な目的で作られた点字ブロックが

落ち葉などで隠れてしまっていたら目の不自由な方は困ってしまうと思いま

す。だからこそ、誰かのために誰かがやらないといけない事を自分が進んで

やる事は、大切だと思いました。 

2 つ目は、今までで一番クラスがまとまったなと感じた事です。1つ目で

も言いましたが、私たちのクラスは一番遠い場所の清掃だったので移動もあ

って大変でした。しかし、クラスのみんなを見渡すと、誰一人嫌な顔をせず

時間ギリギリまで協働して公園を綺麗にしていました。私は、仲間のそのよ

うな姿を見て改めてこのメンバーで清掃活動できて良かったなと思いまし

た。また最後には、大きな遊具で写真が撮れて嬉しくて最高の思い出になり

ました。残り 1年をきった高校生活に今日の活動を十分に活かしていこうと

思います。 

美化委員やボランティア委員の方は、準備や片付けありがとうございまし

た。 

拍手、ですよね。Nさんのクラスも素晴らしかったです。参加した全部のク

ラスもそうです。感想に書かれていた「誰かのために誰かがやらないといけな

い事を自分が進んでやる事は、大切だ」ということ。私も、本当に同感です。

そして、誰かに褒められるとかなんとかは関係なく、自分自身が気持ちいいも

のですよ。 
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さあ、二学期のオープニング。一人一人が目標を立て、フォーサイト手帳に

記録していって、日々向上していかれることを願います。また、9 月末に開催

される本校の大きなイベントの一つ、文化の祭典・文教祭に向けて、皆で頑張

ろうね。活躍を大いに期待しています。 


